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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
  

 日本では，小 学校教 諭 ，中学校教 諭（保健 体 育），高等学校教諭 （保 健体育）と いったよ うに

同じ体育を 指導する 教 員でも必要 とされる 免 許が異なっ ている。 す なわち，そ の専門的 力 量に

ついて，大 きな教科 と しての枠組 みからの 考 察のみなら ず，発達 段 階を視野に いれた考 察 が必

要不可欠と もいえる。「 教師は子ど もの存在 に よって体育 教師とな る」（鈴木， 2003） という 指

摘もあるよ うに，児 童 生徒という 存在との 関 係の中で教 師は指導 者 として存在 し，認識 さ れう

る。そこで ，教育に お ける社会的 責任が問 わ れる中，教 師の養成 ， 現職の研修 を考えて 行 く上

でも，児童 生徒の発 達 段階に応じ た学校種 別 の教師の専 門的力量 を 明らかにす る必要が あ り，

かつ教師の 存在を浮 き 彫りにする 児童生徒 と いう存在の 中での成 長 の方向性を 明らかに し てい

く必要があ る。この よ うなことを 背景とし て ，本研究で は，小学 校 ，中学校， 高校とい う 学校

種間を架橋 する教師 の 専門的力量 について 検 討し，初等 中等教育 に おける教師 教育のア イ デン

ティティを生成し，教師教育の基礎的知見を見出すことを目的としている。  

 専 門 的 力 量 を 検 討 す る 枠 組 み と し て ,CK(Content Knowledge ： 内 容 知 識 ),PK(Pedagogical 

Knowledge：教授学的知 識 )から 小中高 等学校の 教員の差 異を質問 紙調 査により 検討した 。そ の

結果 ,小学校教員は中高教員に比べ ,CK と PK 共に不足していると認 識している ことが明らかと

なった。また ,実際の CK に対する知識については ,中高の教員の方が高い一方で ,PK に関する知

識には大きな差異がないことも明らかになった。  

 また ,小 学校と中 学校 で体育のア クション リ サーチを実 施した。 そ の結果 ,内 容知識が 不足し

ていると認 識してい る 小学校教師 は ,他者 の意 見を受け入 れやすく ,協 働しながら 授業を作 り上

げていく様 子が見ら れ た一方で ,内容知識 が高 いと認識す る傾向に あ る中学校教 師では ,授業観

の変容に時間がかかり ,協働するまでに時間がかかることが明らかになった。このように同僚性

という観点 から見る と ,中学校教師 の方が「 自 分の考え」 を保留し て 協働するこ とが難し く ,そ

れは ,「高い専門性を有している」という認識が妨げる要因となっていることが見出された。  

 さ ら に ,小 学 校 の 教 師 と 高 等 学 校 の 教 師 に 対 し て ,そ れ ぞ れ の 成 長 に 対 す る ラ イ フ ヒ ス ト リ

ー・インタビューを実施した。その内容を ,成長の転換期における「重要な他者の存在」という

視 点 で 読 み 解 く と ,小 学 校 教 師 は 「 学 校 内 に お け る 問 題 解 決 を 共 有 し て い る 尊 敬 で き る 身 近 な  

存在」との 出会いを 見 出すことが できた。 一 方で ,高校 教師は ,「学 校外の 自分 の常識を 打 ち破

る異質な他者」との出会いを見出すことができた。このような事実からは ,教科担任制である小

学 校 教 師 は 学 校 内 で 協 働 し あ う 仲 間 を 得 て 高 め 合 う 関 係 を 作 り 出 す こ と が で き る の に 対 し て ,

高校教師は ,学校外で協働しあう仲間を得ていかなければならないことを示している。しかしな

が ら ,高 校 教 師 の 学 校 外 で の 出 会 い は ,教 科 で の 関 わ り と い う よ り は ,運 動 部 活 動 で の 関 わ り が

強く ,体育 教師とし ての 研鑽の場を 生み出し に くいことを 示してお り ,中高教員の 教師力養 成の

研修を考えていかなければならないことを示唆している。  

 以 上 ,本 年 度 の 研 究 で は ,小 学 校 教 師 と 中 高 教 師 の 間 の 専 門 的 知 識 の 違 い を 明 ら か に し ,そ れ

に 対 す る 認 識 と そ れ に よ っ て 生 ま れ て い る 同 僚 性 の 問 題 を 明 ら か に す る こ と が で き た 。 ま た ,

教師の同僚 性を発揮 し ながらの成 長の違い に ついて明ら かにする こ とができ ,これは今 後 ,学校

種 に よ っ て 教 員 研 修 を 考 え て い く 必 要 性 の 示 唆 と そ れ に 対 す る 重 要 な 知 見 と な り 得 る と 考 え

る。  
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